
【 調査結果の概要 】

１　鶏卵の生産量

注：１　生産量とは、食用、加工用、種卵等として生産された鶏卵の数量をいい、収卵可能な奇形卵
　　　は含むが、収卵不可能な破卵、未熟卵は含まない（以下同じ。）。
　　２　令和３年以降は、採卵養鶏農家における自家消費量を含まない（以下同じ。）。

ｔ ｔ ％

年計　　 2,480,663 2,453,409 98.9
         １月　　 205,289 207,789 101.2
         ２　　　 196,789 189,031 96.1
         ３　　　 211,937 206,843 97.6
         ４　　　 206,182 202,530 98.2
         ５　　　 211,270 208,698 98.8
         ６　　　 201,708 202,201 100.2
         ７　　　 208,590 205,707 98.6
         ８　　　 205,252 202,828 98.8
         ９　　　 200,563 201,459 100.4
         10　　　 211,425 210,931 99.8
         11　　　 207,538 202,234 97.4
         12　　　 214,120 213,158 99.6

表１　月別鶏卵生産量（全国）

    令和８年３月31日公表

畜産物流通調査

令和７年鶏卵流通統計調査結果

　令和７年の鶏卵生産量は245万3,409ｔで、前年に比べ２万7,254ｔ（1.1％）減少した。

図１　鶏卵生産量の推移（全国）
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鶏卵生産量は、前年に比べ1.1％減少
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２　鶏卵生産量の都道府県別割合

　

表２　鶏卵生産量（全国及び上位10都道府県）

　鶏卵生産量の都道府県別割合をみると、鹿児島県が7.0％と最も高く、次いで茨城
県が5.9％、岡山県が5.6％、広島県が5.4％となっている。

図２　鶏卵生産量の都道府県別割合
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◎　累年データ

ｔ

資料：農林水産省統計部『畜産物流通統計』

鶏卵生産量の推移（全国）

年　次 生産量

平成28年 2,562,243

　29 2,601,173

　30 2,627,764

令和元　 2,639,733

　２ 2,632,882

　３ 2,574,255

　４ 2,585,987

　５ 2,426,940

　６ 2,480,663

　７ 2,453,409
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【統計表】
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040414125&ext=xls

【調査の概要】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan_ryutu/gaiyou/

【調査結果の主な利活用】

【ホームページの掲載案内】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan_ryutu/#y2

【関連リンク】

農林水産基本施策関係ページ：農林水産省＞組織別から探す＞大臣官房

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/

畜産関係ページ：農林水産省＞組織別から探す＞畜産局＞畜産

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/

畜産統計調査

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/

◎本統計調査結果について

　　　　農林水産省　大臣官房統計部

　　　　生産流通消費統計課　消費統計室　

　　　　流通動向第２班

　電　話：（代表）　03-3502-8111　内線3710
　　　　：（直通）　03-3502-5947

◎農林水産統計全般について
　　　　農林水産省　大臣官房統計部
　　　　統計企画管理官　統計広報推進班
　電　話：（代表）　03-3502-8111　内線3589
　　　　：（直通）　03-6744-2037

・　本統計表は、食肉流通統計及び食鳥流通統計調査の統計表と併せて畜産物流通統計としてホー

　ムページに掲載（令和８年７月予定）します。

・　公表した数値の正誤情報は、ホームページでお知らせします。

・　食料・農業・農村基本計画における鶏卵の生産量等のKPIの設定及び検証のための資料に利用

　されている。

・　本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「作付面積･生産量、
　家畜の頭数など」・「農畜産物卸売市場」、品目別分類「畜産（市場・流通）」の「畜産物流通
　調査」で御覧いただけます。

お問合せ先

https://www.e-stat.go.jp/

政府統計の総合窓口

(e-Stat)

- 4 -


